
健常児の発達見取り図 つみきの会2006

身体運動・感覚 物の操作、物を使った遊び ことば 認知・概念 社会性・関わり遊び 身辺自立

０ヶ月－3ヶ月
2ヶ月　機嫌のいいときに「クー」「グー」などの
音を発する。

2ヶ月　あやすと顔を見て笑う
3ヶ月　そばを歩く人を目で追
う

3ヶ月－6ヶ月
4ヶ月　横向きに寝返りでき
る

3ヶ月　あやすと発声したり、声を出して笑う。
5ヶ月　反復喃語が現れる。過渡的喃語（母音
反復）から規準喃語（子音＋母音の反復、「ダ
ダ」など）へ。

4ヶ月　イナイイナイバーをす
ると喜ぶ

6ヶ月－9ヶ月 6ヶ月　お座りできる
6ヶ月　何でもつかむ、なめる、
かむなどする
8ヶ月　物を落として遊ぶ

8～9ヶ月　喃語が活発に。音声模倣の始ま
り。

7ヶ月　おかあさんに自分から
呼びかける。
9ヶ月　共同注視の始まり。母
親にほめてもらうための呼び
かけやまなざし

9ヶ月－1才

9ヶ月　つかまり立ちができ
る
10ヶ月　はいはいできる
11ヶ月　一人で立てる

11ヶ月　電車などを走らせて遊
ぶ。箱などのふたを開けたり閉
めたりする
10ヶ月～1才半　単語の出現と
ほぼ同時に、手を広げて飛行
機のまねをするなどの象徴的
動作ができるようになる

10ヶ月　言葉の理解の始まり（マンマ、バイバ
イ、ダメ、ちょうだいなどがわかり始める）。
10ヶ月　指さしの出現。非反復喃語出現
10ヶ月～1才3ヶ月　初語の出現（マンマ、ワン
ワン、バイバイ、ブーブー、ネンネ、ハイ、ニャ
ンニャンなど）

10ヶ月　お母さんに物を見せ
る。

11ヶ月　コップを自分で
持って飲む

1才－1才半
1才3ヶ月　一人で歩く。しゃ
がめる

1才頃　めちゃめちゃ描きをす
る。　ブラシを見せると髪をとか
すなど、その道具に合った動作
ができる

この時期、そんなに言葉は増えない。1才半頃
までに30～50語。消える言葉もある。何でも
「ワンワン」というなど、限られた言葉で何でも
表現する（過剰般化）。盛んに指さしして、大
人に名前を言ってもらいたがる。
1才4ヶ月　単語＋指さしの出現。
１才半までに獲得する主な動詞：遊ぶ、ある、
いく、いる、くる、する、食べる、みる、もつ、や
る。　母音の獲得順：あ→え、お→う、い

1才0ヶ月　お菓子を二枚のお皿に
「半分ずつ分けて」と言っても片方
に全部入れてしまう。
1才過ぎ　片方に数個入れては、も
う片方に数個入れる

1才3ヶ月　幼い子供を見ると
近づいていき、服などにさわ
る



1才半－2才

1才6ヶ月　走れる。ありや小
さい虫を見分けられるよう
になる。痛いところを指させ
る。
まだチョキはできない。音の
高低が聞き分けられる
1才9ヶ月　高いところから
ジャンプできる

1才6ヶ月　つみきを２，３個積
める。コップからコップに水を移
したり、砂を容器に入れたり出
したりして遊ぶ。ふたを回すこと
ができる。押す、引っ張る、包
みを開く、ができる
1才9ヶ月　ぐるぐる円を描く。

1才半頃～ことばが爆発的に増加し始める。
物の名前を聞く行動や指さしが増える。終助
詞「ね」「の」の出現（「おおきいね」「ねる
の」）。　動詞変化はまだ「る」「た」のみ（たべ
る、おちた）
名前を言われると「はい」と返事できる。自分
の名前を通称で言える。
1才8ヶ月頃　2語文始まる（「ジュース、のむ」
「おそと、いくの」「もうないね」「あおいブー
ブー」など）。疑問詞「なに」の出現。
1才10ヶ月頃　格助詞（「が、の、に、を」など）
出現。助詞の種類増加。しかしまだ「おかあさ
んのぼうし」など「名詞＋助詞＋名詞」は言え
ず、「おかあさんの」か「おかあさん、ぼうし」に
なる。
疑問詞「どこ」「だれ」の出現
1才11ヶ月頃　｢なに」がピークに。
２才までに獲得する発音：パ行、バ行、マ行、
タ行、ダ行、ナ行、ワ

1才半　二枚のお皿に半分ずつ分
けて、というと一個ずつ交互に分
けられる。

1才6ヶ月　父母のしぐさをま
ねする　　1才6ヶ月　自分の
物と他人の物を区別できる。
自分の物に執着する（「○○
ちゃんの！」）
1才9ヶ月　大人に「どうぞ」を
して大人が「ごちそうさま」を
すると喜ぶ。子供の後をつい
て歩く。友達と手をつなげる

1才6ヶ月　スプーンです
くって食べる。おしっこをし
たあとで知らせる
空腹やのどの渇き、おな
かの痛みなどを訴えるこ
とができる
1才9ヶ月ストローで飲め
る。靴を脱げる

2才－2才半 2才0ヶ月　ジャンプできる

ミカンの皮がむける。粘土はち
ぎる程度。まだお団子はできな
い。　　　　縦線、横線の模倣が
できる

300語程度言える。簡単な質問に二語文で答
えられる。
動詞変化の急増（原形「あける」、過去「おち
た」に加え、過去完了「かいちゃった」、誘い
「いこう」、願望「のりたい」、否定「おりない」な
ど。「～てる」はやや遅れる。）
３語文、多語文が始まる（主＋目＋述「こう
ちゃん、こうえん、いく」、修＋被修＋述「あか
いあめたべた」、修＋修＋述「もうちょっとい
る」など）
自分の名前を入れて話ができる。
質問、命令形、過去形、未来形を使い分け
る。　　　２才頃獲得する発音：カ行、ガ行

簡単なつみきのモデル（つみき三
つで「お山」）を見せて、崩してか
ら、「今の作ってね」というと再現で
きる
自分の写真がわかり始める

2才0ヶ月　子供同士で追いか
けっこをする。遊び友達の名
前が言える。　　　親の手伝い
をしようとする。

2才0ヶ月　靴をはける



2才半－3才

2才6ヶ月　一段ずつ足をそ
ろえて階段を上り下りする。
立って片足を上げられる。
つま先立ちができる。チョキ
ができる。利き手が決まっ
てくる
リズムや抑揚がわかる。楽
器の音が聞き分けられる

2才6ヶ月　はさみで紙が切れ
る。　見立て遊び、ままごとや
乗り物ごっこをする。動物の動
きや鳴き声をまねできる
円が描ける。円の中に点を描
き、「おかあさん」という。
粘土でお団子、へび、せんべい
が作れる。
3才近く　まねごっこをする。遅
延模倣ができる

500語～1000語言える。
「～から～」「～のに～」などの複文を使えるよ
うになる（「もう食べたからおなかすいてない
よ」など。「なんで」という問いが始まる。２～３
才では、まだ親の話しかけに50％以下しか応
答しない。

大小、長短、たくさん少し、きれい
きたない、好き嫌い、あまいから
い、おいしいまずい、男女など物
の性質を二元的に捉えられるよう
になる。色や形は違っても、同じ物
（ちゃわんはちゃわん）とわかるよ
うになる。
2つまでの数がわかる。３つ以上
は「たくさん」
物や動物のパーツ（ハンドル、しっ
ぽなど）がわかるようになる。風、
雨、雪などの自然現象がわかる
つみきのモデルを見て、まねでき
る（三つのつみきで、「お山」だけで
なく、「車」（Ｌ字型）、「門」（間を開
ける）がまねできる）
3才近く　目の前にない物を探すこ
とができる

同年齢の子と同じ活動ができ
る　　　親しい年長児を後追い
する。　　　　　　　順番が待て
る
照れる、大げさに振る舞う、
おどける、怒るなどの感情表
現を、相手を見て使い分ける
言ったことを実行しようとす
る。　　　　　相手や第三者へ
の依頼ができる　　　　人形の
世話ができる

おしっこの前に教えること
ができる。飲み込まないで
ぶくぶくができる。ボタンを
はめることができはじめる

3才－3才半

ブランコをこげる。三輪車を
こげる。足を交互に出して
階段を登る。つま先歩行が
3歩以上できる。まだ片足で
２，３秒以上は立てない。ま
だケンケンで前進はできな
い（せいぜい1，2回）。ウサ
ギぴょんぴょん跳びもできな
い。腕組み、指組みができ
る。立って片手投げができ
る。右手と左手を使い分け
る（左手で支えて、右手で操
作するなど）。ウィンクはで
きない

顔らしい物を描いて目や口を付
ける。十字が描ける。まだ三角
や四角は描けない。
粘土をまるめるだけでなく、伸
ばしたり、平らにしたり、端をつ
まんで変形したりできる。粘土
で作った物に名前を付ける。つ
みきでトンネルをつくる。のりを
付けて貼り付けることができ
る。折り紙を折り目を付けてお
れる。折り目を押さえることがで
きる。鉛筆を親指、人差し指、
中指の三点で支えられる

文章構成期のはじまり。接続詞（「それで」な
ど）がつかえるようになり、複数の文を構成し
て、一つのまとまった話ができるようになる。
自分の名字と名前が言える。自分の性別、年
齢が言える。保育園の名やクラスの名が言え
る。一番好きな人、一番うれしいことも言える。
絵を見せると、絵の内容を超えて、想像したこ
とを織り込んで話ができる。しかし4コマ漫画を
見せてストーリーを説明させようとしてもむず
かしい。　　　　３才頃（２才～４才）獲得する発
音：ハ行、シャ行、チャ行、ジャ行

ユーモアの登場（わざと間違えた
名前で呼んだりする）
３つまでの数を理解する（「１つ、２
つ、３つ」と数える。「いくつあった
の？」で「３つ」といえる。「３つちょ
うだい」でたくさんの中から３つ選
べる）
この時期、言葉の意味を聞くと、事
例反応が多い。例えば「虫って
何？」と聞くと3割が「とんぼ」「せ
み」などと答える。「とぶ」「さす」な
ど機能や用途を答える子も15％。
3割は無反応。5才になると、機能・
用途反応が6割。事例反応が4割。

おままごとでお父さんやお母
さんの役になって遊べる。ピ
ストルの撃ち合いごっこがで
きる。お店屋さんごっこや怪
獣ごっこができる。
大人がいれば、同年齢の子
と30分近く遊べる。好きな友
達ができる。　　　　貸し借り
や順番交代ができる。約束が
できる。ほめられたり、叱られ
ることに敏感になる。

おはしを使って食事がで
きる。ほとんどこぼさない
でたべられる。　　服を脱
いでたためる。服の前後
がわかる。服を着ることが
できる。しかし小さなボタ
ンはまだ難しい。
自分でパンツを脱いでお
しっこができる。下手でも
自分で歯をみがく

3才半－4才

二つの動作を同時にできる
ようになる。例えばケンケン
で前進できる。ウサギぴょ
んぴょん飛びができる。

片手で紙を持ってもう片手では
さみで切ることができる。
顔を描かせると耳や髪の毛も
描ける。頭に直接手足がつい
た頭足人間が描ける（まだ胴は
つかない）

出来事を組み合わせて、言葉で表現できるよ
うになる。

つかれた、つまらない、たいくつ、
さみしい、かわいそう、よろこんで
る、などの感情がわかる。

かくれんぼで見つからないよ
うに隠れることができる。友達
と順番に物が使える



4才
4才　片足けんけんで飛べ
る
4才半　スキップできる

4才　胴も描けるようになる。
4才半　角や辺を捉えられるよ
うになり、三角や四角が描ける
ようになる。スカートなどの服や
リボンが描けるように。家族や
友達を描き分けるように。風景
画には地面や家、道などが現
れる。

4才半　理由を伴う主張ができる（「わたし、○
○ちゃんが好き。だってやさしいもん」）
「あんた」「おまえ」などというようになる。
まだひらかなはほとんど読めない。ひらかなを
書き始める。まだ疑似文字（文字のように見え
るがでたらめ）が多い。
４才頃（３才～６才）獲得する発音：ツ、ヅ、サ
行、ザ行、ラ行

4才　かくれんぼで探す役と隠
れる役があることを理解す
る。自分が負けるとくやしが
る。
4才半　友達とお互いに主張
し合ったり、妥協しながら遊
べる。
友達と競争できる。
鬼ごっこで鬼になったら、他
の子を追いかけて捕まえるこ
とができる。
こんなことができると友達に
自慢する。
かわいそうな話を聞くと涙ぐ
む

5才

5才　　思ったものを絵に描く。
網でチョウチョやバッタを捕まえ
る
5才半　経験したことを絵に描
く。作る前に作ろうとする物を頭
に描けるようになる。画面を上
部、中央部、下部に分けて描け
る（空、地上、地下など）。太陽
や雲が現れる

筋道を立てて説明できるようになる。例えば家
から幼稚園までの道のりを具体的に説明でき
る。
知っている字なら、人が読めるような字で書け
る。ひらかなの半分くらいが読める。
5才後半　空想上の世界のお話（ファンタ
ジー）を作ることができる

ここ／そこ／あそこ、右／左／真
ん中、前／後ろ／真ん中、など、
空間を三元的に捉えることができ
る。時間も、朝／昼／夜、去年／
今年／来年、きのう／きょう／明
日、はじめ／次／おわりなどがわ
かるように。量も多い／中くらい／
少ない、長い／中くらい／短いな
ど真ん中がわかるように。
「同じ」をより本質的に理解できる
ように。例えばつみきを５つずつ不
揃いに積み重ねたものを二つ見
せると、「同じ」と言える。

集団で遊ぶ。仲間同士手を
つないだり、会話をしながら
歩ける。探検ごっこ、海賊ごっ
こなどができる。

5才　上着を一人で着る。
自分の体をタオルで拭け
る

6才
6才半　一人でなわとびを飛
べる

6才半　絵の具で絵を描く

3000～1万語を獲得。
「ぼくは○○です」としっかりした文で、じぶん
のことを説明できる。自分の名前、年齢、特徴
が4つ以上言える。
ひらかながほとんどすべて読める。

「自分でする」というようにな
る。　　　相手の立場がわか
る。相手の中にも自分を発見
し、「自分でしたら」などと言
う。相手の体験に自分の体験
を重ねて、これまで以上に相
手の気持ちがわかるようにな
る。

6才半　タオルをしぼれる

桐谷滋編『心の発達、ことばの発達　子どもはなにをどのように学ぶのか』（2002）クバプロ

注意：発達には個人差が大きい。この表はあくまで目安であって、子どもによって前後１～2年のずれがあることに留意すること。
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